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あなたが誇りをもって進める未来へ



１ 進路指導の基本方針 

人を育てる進路指導  ～ これからの未来につながる意味のある一年に ～ 

○ 「進路」を考える ＝ 今後の人生の「歩み方」を考える。

➤ 進路のゴールは、上級学校入学や就職ではない。

○ よりよく人生を歩むには、自分のことを知ることが大切である。

➤ 自分の適性や能力、興味関心に応じた進路選択をさせる。

上記をふまえ、生徒全員が卒業後の進路に希望をもてるような進路指導を行う。 

（１）「自分の希望・自分で選択・自分で決定」の原則を大切に 

・進学（就職）をするのは「生徒自身」。そのため、生徒自身の考えが第一であるべき。

→ その過程で、学校や家庭における相談や保護者の承認が必要不可欠。

・学校でも進路に関する助言や相談を進めるが、家庭でも話し合いを重ねることが大切。

（２）生徒個々に応じた進路指導 

・生徒自身の適性や個性、能力や興味関心にもとづいて、助言や相談を進める。

・家庭との連絡を密にし、きめ細かな相談をしながら進路決定をしていく。

（３）教師間の共通理解のもと進路指導を行う 

・関係機関（進学・就職）との連携を密にし、情報の収集や提供していく。

・中学校卒業後のみならず、生徒の今後の未来を見据えた指導や助言を行う。

〈進路運営組織図〉 

  校長 ― 教頭 ― 職員会議 ― 進路指導部 ― 各学年会 ― 学級活動 

(共通理解) (進路学習計画) (学年進路) (進路学習) 

 | 

進路指導委員会 ― 進路相談 ― 各家庭 

(推薦委員会) (進学・就職) 
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２  就職について  

（１）就職希望者については、以下のことを踏まえて職業（職場）を選択させる。 

・生徒の能力や適性に合った職業（職場）の選択

・将来を見通し、生徒がやりがいや自信のもてる職業（職場）の選択

・働くことの難しさや厳しさなどを理解した上での選択

（２）就職希望の生徒であっても、学ぶ機会も検討させる。（定時制・通信制など） 

（３）縁故就職であっても、できる限りハローワーク（職業安定所）を通すようにする。 

（４）職場見学の際には、できるだけ就職担当者または担任が付き添うようにする。 

３  進学について  

（１）進学希望者については、以下のことを踏まえて進学先を選択させる。 

・将来を見据えて（少なくとも３年後）目的をもった選択

・生徒の適性や個性、能力や興味関心にもとづいた選択

・進学先の校風、生徒の様子、部活動などの状況、進学（就職）の状況などを踏まえた選択

（２）学力だけにとらわれることなく、広い視野から進学先を検討させる。 

（３）学校見学や学校体験等により、生きた情報に基づいた進路選択を促す。 

（４）日常的・継続的な進路相談により、生徒の適性や個性、能力や興味関心の把握に努め、生徒に 

合った進学先を検討する。 

（５）複数校受験の場合、そのうち１校は合格可能性の高い学校を選ばせるよう指導する。 

高等学校（国立・公立・私立） 

（１）学校の特色・学習内容・通学方法・通学時間などを理解した上で、進学先を選択させる。 

（２）校種（国立・公立・私立）や学科（普通科・専門学科）など、生徒の適性や個性、能力や興味 

関心にもとづいて、広い視野から進学先を検討させる。 

（３）受検（受験）の仕組みを理解させるとともに、十分検討を重ねた上で受検校を選択させる。 

・公立高校の合格辞退は原則なし。第２志望校であっても合格した場合は入学する。

・第二次選抜の受検には条件あり。（県内の国公私立高校を受験し、いずれも合格していない）

・公立高校の志願変更（出願後の変更）は１回に限り可能。

（４）国立高校については、合格した場合は必ず入学する（第１希望である）ことになる。 

（５）県外受検については、受検条件の確認や十分な相談が必要なため、早めに担任まで報告を。 

専修学校 

（１）志望にあたっては、生徒の興味関心及び能力を十分に考慮する。 

（２）興味関心のみならず、学習面や生活面においても適切な指導・助言・情報提供を行う。 

（３）生徒及び保護者で学校見学に参加することで、学校の特色への理解を深める。 

→ 専門分野の資格、高卒の資格の取得など
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４ 入試日程（令和９年度入学 生）

◆愛知県私立高校 一般入試 （令和８年５月発表） 

日程ａ １月２０日（水） 日程ｂ １月２１日（木） 日程ｃ １月２２日（金） 

名

古

屋

地

区 

男
子 

名古屋 東海 名古屋工業 

女
子 

桜花学園 椙山女学園 啓明学館 名古屋葵大 

共
学 

愛工大名電 愛み大瑞穂 

菊華 享栄 大同大大同 

名経大市邨 名古屋国際 

名古屋たちばな 

東邦 同朋 名古屋大谷 

名経大高蔵  

愛知 至学館 中京大中京 

東海学園 名城大附属 

尾

張

地

区 

女
子 

聖カピタニオ女子 聖霊 

共
学 

愛知啓成 星城 誠信 

滝 中部大第一 誉 

栄徳 清林館 大成 

中部大春日丘 日本福祉大付属 
愛知黎明 修文学院 

三

河

地

区 

女
子 

光ヶ丘女子 藤ノ花女子 

共
学 

愛産大三河 岡崎城西 

杜若 豊田大谷 桜丘 

安城学園 人間環境大岡崎 

豊橋中央 
豊川 

※ 下線の学校 は入試日程に変更のあった学校です。

※ この入試日程は速報であり、正式には１０月に発表される生徒募集要項で確定となります。

※ 国際高等学校、黄柳野高等学校は別日程の入試になります。各校ＨＰをご確認ください。

※ 表には愛知県内の私立高校のみ記載しています。県外の学校の入試日程は別途ご確認ください。

◆ 愛知県公立高校（全日制課程）の群およびグループ分け ※昨年度入試のもの

尾  張  第  1  群 尾  張  第  2  群 専  門  学  科 

Ａ 

グ 

ル 

ー 
プ 

旭丘 惟信 松蔭 

昭和 熱田 豊明 

日進西 江南 小牧 

一宮北 一宮南 

津島 稲沢緑風館 

半田東 常滑 内海 

緑 名東 （18校） 

明和 松蔭 名古屋南  

瀬戸西 新川 春日井 

春日井西 高蔵寺  

長久手 稲沢緑風館 

一宮 一宮北 津島 

津島北翔 常滑 

東海南 大府 内海 

向陽 山田 （20校） 

農業 稲沢緑風館 半田農業 安城農林 

工業 
名古屋工科 春日井工科 一宮工科 一宮起工科 常滑 豊田工科 

碧南工科 豊橋工科 市立工芸 

商業 
愛知商業 一宮商業 津島北翔 半田商業 岡崎商業 豊橋商業 国府 

若宮商業 

家庭 一宮 大府 岩津 安城 一色 豊丘 豊橋南 

福祉 津島北翔 高浜 

その他 
旭丘(美)  明和(音)  津島(国際)  宝陵(看護)  足助(観光)  向陽(国際科学) 名東(国

際) 

総合 緑丘 瀬戸北総合 犬山総合 豊田東 知立 蒲郡 西陵 

Ｂ 

グ 

ル 

ー 

プ 

名古屋西 中村 鳴海 

天白 春日井東 日進 

東郷 犬山 尾北 

小牧南 丹羽 一宮西 

木曽川 美和 半田 

大府東 阿久比 東浦 

武豊 菊里 富田 

（21校） 

千種 守山 瑞陵 

瀬戸 春日井東 

春日井南 旭野 犬山 

小牧南 西春 木曽川 

一宮興道 津島東  

美和 五条 横須賀 

大府東 阿久比 東浦 

武豊 桜台 北 

   （22校） 

農業 佐屋 猿投農林 渥美農業 田口 

工業 
愛知総合工科 瀬戸工科 小牧工科 愛西工科 半田工科 岡崎工科 

刈谷工科 豊川工科 市立工業 

商業 
中川青和 春日井泉 犬山 古知野 木曽川 東海樟風 碧南 成章 

名古屋商業 

家庭 瑞陵 春日井泉 古知野 佐屋 桃陵 松平 吉良 成章 桜台 

福祉 古知野 

その他 
千種(国際)  瑞陵(理数) 尾北(国際) 桃陵(看護)  岡崎北(理数) 

三好(スポーツ) 刈谷北(国際) 三谷水産(水産) 菊里(音楽) 

総合 南陽 岩倉総合 杏和 知多翔洋 岡崎東 鶴城丘 豊橋西 新城有教館 

※「Ａグループ」「Ｂグループ」の高校から1校ずつ、最大2校まで受検校を選択できます。

※「尾張第１群」と「尾張第２群」のどちらか一方の群に属する高校しか受検できません。
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５  就学支援制度について

 すべての意志ある高校生が安心して勉学に打ち込める社会をつくるため、高等学校等における教育に

係る経済的負担軽減に関する取り組みが、国や県によって実施されている。 

（１）国の就学支援制度 

・令和８年度から国の就学支援制度によって、所得制限なしで高校の授業料が実質無償化になった。

・所得に応じて授業料以外の支援も受けることができる。

（２）愛知県の就学支援制度 

・愛知県は高校の入学金の支援について、全国で初めて所得制限を撤廃し、最大で 20万円を補助する

ことを決定した。（今回の補助拡充により大半の家庭で入学金が実質無償に）

【愛知県の方針①】 授業料は所得制限を廃止し、実質無償化する。 

※国の就学支援制度と同様のもの。

【愛知県の方針②】 入学納付金も所得制限を廃止し、愛知県独自に実質無償化する。 

※県内の私立高等学校等に在籍する生徒が対象。

※申請手続きは入学後に高校から通知される。

（３）就学支援制度 確認事項 

・現在の就学支援制度では「高校に授業料をひとまず納付して、後日還付される形」で授業料の

無償化を実現している高校が多い。

・入学金については高校入学前に納付することになるため、基本的には入学後に還付される。

・愛知県では「授業料」及び「入学金」の無償化が実現しているがその他の諸費用は必要になる。

➤私立高校の「教材費（教科書・タブレット端末等）」「制服費」「施設充実費」「積立金」など
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６  推薦について  

（１）推薦の基本的な考え方 

・推薦については「人物が優れており、生活態度が他の模範となる者」を基本とする。

（２）推薦の申告から決定まで 

・11 月の「第４回進路希望調査」で推薦希望を申告する。

・推薦希望を申告があった分について「進路指導委員会（推薦委員会）」で審議する。

・12 月の個人懇談会で生徒及び保護者に対して推薦の可否を通知する。

※個人懇談会で新たに推薦の申し出があった場合は、臨時の進路指導委員会で審議する。

（３）私立高校・専修学校の推薦について 

・私立高校や専修学校は、募集定員の 50～80％が推薦入試となっている。

・推薦入試を受験する人は、以下の条件をすべて満たす必要がある。

①第１希望の学校である。（合格した場合は入学する）

②志望校志望学科の教育課程を履修する学力を有している。

③進路指導委員会で審議され、中学校長の推薦を受けた者である。

④各学校が求める人物像に該当している。

・部活動等の諸活動で顕著な成績を収めた場合、高校側から受験（推薦・特待）の打診がある

ことがあるが、必ず中学校を通してやり取りを行う。

→生徒（家庭）と高校との間に必ず中学校（進路指導主事）が入り、双方と連絡をとる。

→正式な推薦の打診は９月下旬以降、先方の学校長から中学校長へ連絡が入ってからになる。

・推薦入試が不合格だった場合、原則として一般入試を受けること。

（４）公立高校の推薦について 

・公立高校は、募集定員の 10～15％（専門学科は 30～45％）が推薦選抜となっている。

・公立高校の推薦は「自己推薦書」の提出により正式な申し出とみなし、審議を行う。

・推薦選抜を受検する人は、以下の条件をすべて満たす必要がある。

①第１希望の学校である。（合格した場合は入学する。）

②志望校志望学科の教育課程を履修する学力を有している。

③進路指導委員会で審議され、中学校長の推薦を受けた者である。

④志望する意志が強く、動機・理由が明白・適切である。

➤高校が求める資格（各高校の推薦選抜実施要項参照）を満たしている。（自己推薦書）

・原則として、推薦を受けられなかった場合でもその学校を第一希望として一般選抜を受検する。

※推薦希望の過程において、一般選抜における合格可能性や他校受検について検討を重ねる。

・状況に応じて、特色選抜での受検も検討する。

・私立高校とは異なり、高校側から受検（推薦・特待）の打診があることはない。

・推薦選抜が不合格だった場合、原則として一般入試を受けること。
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７ 年間進路計画 

月 予定 月 予定 

4 月 進路希望調査① 4/20～4/30 10 月 

２学期個人懇談会①（希望者） 9/30～10/2 

公立推薦説明会（生徒対象） 

体育祭・文化祭・合唱コン 10/22、10/29 , 30 

進路希望調査④【推薦申告】 10/26～11/5 

5 月 
第１回テスト 5/14～5/15 

修学旅行 5/19～5/21 
11 月 第４回テスト 11/16～11/18 

6 月 

進路説明会② 6/8 

進路希望調査② 6/8～6/18 

第２回テスト 6/17～6/19 

12 月 
２学期個人懇談会②（全員） 12/8～12/14 

私立専修 受験手続き 

7 月 
進路学習会（生徒対象） 7/3 

１学期個人懇談会（全員） 7/7～7/10 
1 月 

私立専修 推薦・特色入試 1/13 

私立専修 一般入試 1/20～1/22 

公立 受検手続き 

8 月 

（夏休み） 
体験入学・学校見学会 2 月 

公立 推薦・特色選抜 2/4 

公立 定時制課程前期選抜 2/12 

公立 一般選抜学力検査 2/24 

公立 一般選抜面接Ａ・Ｂ 2/25 , 26 

9 月 

進路希望調査③ 9/1～9/10 

進路説明会③ 9/7 

第３回テスト 9/17～9/18 

3 月 

卒業式 3/5 

公立 一般選抜結果発表 3/8 

公立 第２次選抜 

※現時点の予定ですので変更になる場合があります。

【進路希望調査】

・進路決定に向けて「生徒」「保護者」「先生」で進路の方

向性や考えを共有するために年間で４回実施します。

・テストや体験入学を踏まえた進路希望（受験校）、進路に

関する悩み、推薦の希望等を記入し、担任と共有します。

・進路希望調査をもとに進路相談や個人懇談会を実施するこ

とで、進路希望を明確にしていきます。進路相談は担任と

随時実施します。

・第４回進路希望調査（11 月）で推薦希望の確認をしま

す。

【定期テストと成績】

・３年生は年間４回の定期テストがあります。

➤１学期に２回、２学期に２回、３学期はテストなし

・多くの高校では、受験時に「２学期成績」が使われます。

・３年生の「２学期成績」は「１学期＋２学期」の累積評価

になります。

【１学期個人懇談会】

・テストや進路希望調査をもとに進路について相談します。

・夏休みの過ごし方や体験入学について確認します。

【２学期個人懇談会①】 ※希望者のみ

・第３回までのテストや進路希望調査をもとに進路について

相談します。

・進路（受験校）について、少しでも不安や悩みがある方は

参加してください。

・この懇談会後の 10 月下旬に最後の「進路希望調査」

【２学期個人懇談会②】

・この懇談会で２学期の通知表を配布します。

・この懇談会で「私立専修」の受験校を最終確認します。

➤懇談後、私立・専修受験校の Web 出願登録を行いま

す。 

・この懇談会で「公立高校」の受検校の方向性を決定しま

す。

➤公立受検校の最終決定は、私立専修入試の結果確認後に

なります。

・第４回進路希望調査で推薦の希望があった人に対して、

推薦審議の結果を通知します。

【進路個別相談】 ※３学期個人懇談会は実施しません。

・私立専修入試終了後（結果確認後）、「公立」の受検校を

最終確認します。

・心配事や大きな進路変更がある場合、担任と個別相談を

行います。

【夏休み（体験入学）】

・夏休み頃から多くの高校で体験入学（学校見学）が開催さ

れます。実際に高校施設の見学や説明を聞くことのできる

貴重な機会です。

・日程が複数ある高校もあれば、１日しかない高校もありま

す。先着順で定員を設けている場合もあります。

★受験する可能性のある学校の体験入学には必ず参加を。
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８ 進路関係の確認事項 

（１）出願について

・多くの学校でWeb 出願が導入されているため、基本的には各家庭で出願手続きを行います。

→出願内容の確認や出願時期については、学校で確認しながら進めていくことになります。

※学校に相談せずに出願や受験の手続きを進めることがないようにご協力ください。

・Web 出願等のためメールアドレスを準備しておいてください。（学校見学の申込にも必要）

（２）私立・専修の入学金及び入学一時金について

・私立高校及び専修学校を第１志望で受験して合格した場合、結果発表後すみやかに入学金を

納入する必要があります。（期間内に納めなかった場合は合格が取り消されます）

・公立高校が第１志望で、私立高校または専修学校を受験して合格した場合、入学金の一部を

期間内に納入する必要があります。（期間内に納めなかった場合は合格が取り消されます）

・公立高校の結果発表後、私立高校または専修学校に進学することを決めた場合（公立高校が

不合格だった場合）、すみやかに入学金の残額を納入する必要があります。（入学一時金を

納めていたとしても、残額を高校の定める期間内に納めなければ合格が取り消されます。）

※受験や合格後の手続きは、期日に余裕をもって進めていただきますようお願いいたします。

（３）学校見学・体験入学等について

・多くの学校で夏休み頃から学校見学や体験入学が実施されます。

→基本的に申し込みは各学校のホームページから各自で行うことになっています。

→少しでも検討した学校（進路希望調査に記入した学校）は、積極的に体験参加してください。

・生徒全員が進路保険（傷害保険・賠償保険）に加入しています。

→体験途中や入試当日にケガや事故、破損などがあれば担任まで報告をお願いいたします。

保護者のみなさまへ

中学３年生は「進路決定」という人生の分岐点です。夢の実現にむけて歩みを進める中で、不安や心

配が尽きない一年になると思います。保護者のみなさまも以下について留意していただきながら、進路

決定をしていただけると幸いです。何か気になることがありましたら、気軽に学校までご相談ください。 

（１）生徒自身の希望を大切に、家庭で話し合いながら進路決定をしてください。 

自分自身のことがわからない、希望が定まらない、そんな生徒もたくさんいます。進路決定まで

の時間は限られていますが、家庭での話し合いを重ね、将来を見通した後悔のない進路選択をして

ください。結果だけでなく、目標に向かって努力する姿勢や内面的な成長も認めてあげてください。 

（２）高校や受験についての一面的な評価はしないでください。

進路において「決めつけ」は禁物です。世間の評判など、不確かな情報で判断することは、進路

選択の幅を狭めてしまいます。本人が「誇りをもって通うことができる学校」こそが「いい学校」

だと思います。広い視野で志望校を考え、お子様への温かい言葉かけをお願いいたします。 
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旭丘 1 1 愛工大名電（普通） 1 1

瑞陵（普通） 2 2 愛工大名電（スポーツ） 1 1

明和 3 3 名古屋たちばな（電気） 1 1

松陰 0 名古屋たちばな（機械） 2 2

名古屋西 0 桜花学園（進学） 1 1

熱田 1 1 桜花学園（国際） 1 1 2

中村 1 1 菊華（フードクリエイト） 1 1

千種（普通） 2 2 至学館（留学） 1 1

千種（国際） 1 1 至学館（商業） 1 1

守山 1 1 大同大大同（進学選抜） 2 1 3

名古屋南 1 1 大同大大同（文理進学） 3 3

愛知総合工科 3 6 9 同朋（普通） 1 1

愛知商業 3 2 5 名古屋（文理） 2 2

緑丘 1 2 3 名経大市邨（ブライト） 2 2

瀬戸北総合 1 1 名経大高蔵（普通） 1 1

春日井 9 10 19 名経大高蔵（商業） 3 3

春日井西 3 27 30 名古屋葵大（普通） 1 1 2

高蔵寺 1 1 2 名城大附（普通） 1 2 3

春日井南 7 23 30 誠信（普通） 1 1

春日井工科 4 2 13 19 聖霊（普通） 1 1 2

春日井泉（地・Ｉ） 2 6 8 中部大第一（進学） 1 1

春日井泉（生活文化） 1 1 2 中部大春日丘（進学） 10 1 11

旭野 0 誉（普通） 1 1 2

犬山 1 1 誉（総合オフィス） 1 1

犬山総合 1 3 4 県外私立 2 2 4

小牧 1 3 4 合　計 41 2 10 53

小牧南 1 7 8

桜台（ファッション） 1 1

北 3 1 16 20

山田 2 2 菊武ビジネス 2 1 3

名東 1 1 名古屋情報 1 1

菊里 1 1 さつき調理 1 1

向陽（普通） 1 1 あいち造形 1 1

西陵 1 1 ニュートン 1 1

名古屋商業 4 4 愛知芸術（マンガ） 1 1

工芸（建築システム） 1 1 愛知芸術（声優） 1 1

工芸（都市システム） 1 1 愛知芸術（美容師） 1 1

工芸（デザイン） 1 1 2 飛鳥未来 4 4

春日台特支 1 1 飛鳥未来きぼう 1 1

瀬戸つばき特支 1 1 Ｎ高校 4 4

豊田高専（電気電子） 1 1 Ｓ高校 1 1

県外公立 1 1 ルネサンス豊田 1 1

小計 42 8 147 197 日本ウェルネス 1 1

春日井（夜間定時） 5 5 精華学園国際 1 1

旭陵（通信） 1 1 春日井翔陽 1 1

合　計 42 8 153 203 トヨタ工業学園 1 1

その他 3 3

合　計 6 4 18 28　＊　公立進学率　   71.5%（前年度67.4％）

学校名 推薦 特色な
ど

一般

１　国公立高等学校 ２　私立高等学校

入学者
合計

令和７年度（緑学年）　進路状況

　＊　公立推薦合格　41名（48名中）

３　専修学校・通信制・その他

学校名 推薦 特色等 一般
入学者
合計

学校名 推薦

令和７年度卒業者数

男 151、女 133  計 284

特色等 一般
入学者
合計

資料１
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１ 申込みの方法 
申請書類を在学している中学校から受け取り、在学している中学校へ提出してください。 

２ 申込み期限 
希望される方は、７月３日（月）までに担任へご連絡ください。
※申請に必要な書類をお渡しします。

３ 奨学金の概要 
(1) 貸与月額及び返還期間

区 分 貸与月額 返還期間 左記と選択できる貸与月額 返還期間 

国公立校 
自 宅 通 学 １８，０００円 

１０年 

１１，０００円 ６年 
自宅外通学 ２３，０００円 

私 立 校 
自 宅 通 学 ３０，０００円 

１２年 
自宅外通学 ３５，０００円 

※ 予約決定のみでは貸与を受けることができません。高等学校等へ入学後、入学した学校を通じ

て、６月に申請手続きをする必要があります。 

(2) 返 還 

卒業後（又は退学や転学などで在学しなくなった後）半年後から貸与月額に応じて上表返還期

間で返還（原則、月賦による均等返還） 

(3) 返還猶予

・卒業後も、大学、専門学校などの教育機関に在学中は、申請により返還を猶予します。

・低所得世帯の方を対象に、奨学生本人の収入が一定の額に達しない間は、申請により返還を猶

予します。

４ 予約採用の対象となる方 
次の(1)及び(2)に該当することが必要です。 

(1) 親権者又は未成年後見人が県内に在住し、高等学校・専修学校高等課程・中等教育学校後期課

程に進学を希望している方

(2) 経済的要件　※学校では要件を満たすかどうかの確認ができませんので、春日井市にお問い合わせください。

親権者等の課税標準額（市町村民税所得割の課税総所得金額）の合計額から一定額控除＊後の額

が 230 万円以下の方 

＊ 親権者等の扶養親族のうち、令和８年1月 1日時点で 0歳～15歳の方一人につき 33万円、

16 歳～18歳の方一人につき 12 万円を課税総所得金額から差引く。 

５ 問合せ先 
御不明な点がありましたら、お問い合わせください。 

愛知県教育委員会 高等学校教育課 奨学グループ（電話 052-954-6785(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ)） 
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